
羽田空港のターミナルを運営する日本空港ビルデング（9706）は
1人乗りの自動運転パーソナルモビリティ（自動運転車いす）の運行
範囲を14日から順次拡充し、7月中旬から第1・第2ターミナルの出発階
全域で利用できるようにすると発表した。
乗客は無料サービスで利用できる。
2020年7月1日に第1ターミナルでサービスが始まり、空港での自動運転パーソナル

モビリティの自動化は世界初となった。
誰でも利用できる無料のサービスで、利用者が電動車いすの待機場所で乗車する

と、搭乗便の搭乗口まで自動運転で案内する。
利用が終わると待機場所まで自動で返却される。

2020年7月から初期導入。当初はJALグループ便の乗客のうち、車いすを利用して
いたり、長距離を歩くことに不安を感じている人を主な利用者層として想定して
いた。
空港内で車いすを使いたいという
ニーズが多い一方で地上係員の負担軽減や省力化、新型コロナウイルスの感染

リスク低減の観点から、車いすを自動運転のものに置き換え、人がやるべき
サービスに特化させている。

◯羽田空港第1・第2ターミナル全域で利用可能になるWHILL（車いす）

◯ピジョンより「液状とろみ かけるだけ」８月に新発売！
特徴
・混ざりやすくダマにならない→液状の為、ダマにならない
・かけるだけ簡単にとろみがつけられる→水分の少ない肉や魚などの食材や、家
族と同じ料理を取り分けた後でとろみをつけられるので、個別に調理する手間が
省け、急いでいる時や外出時にも便利です。

定価：14包入り ¥1004（税込）
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